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｢そちらの相談室を紹介したので､ よろし

く｣ というお電話をいただくことがあります｡
家族や子どもさんのことで悩んでいらっしゃ
る方に当相談室の電話番号を伝えて､ 相談す
るよう勧めたというご連絡です｡ ただ､ この
ような場合､ 実際にその方からご相談がある
のは50％くらいでしょうか｡ 紹介者からおお
まかな事情をお聞きすることが多いので､ 相
談を受けるときの心づもりをしながらも､ 結
局は電話がかかってこないことがよくありま
す｡ そんなときは､ 他の機関に相談なさって
いることを祈るしかありません｡
端から見れば､ ｢早く相談した方がよい｣

｢もう潮時だ｣ と思うような状況でも､ その
渦中にいると､ ｢まだ大丈夫｣ ｢もう少し様子
を見てから｣ と考えてしまう気持ちはよくわ
かります｡ 悩みの多くは他人には話しにくく､
これまで何とか持ちこたえてきたことでもあ

るからです｡
わたし自身､ ギックリ腰を繰り返している

ことを見かねた友人からある整形外科医院を
紹介されましたが､ 10年位前に病院で ｢レン
トゲンでは異状がありませんから｣ と冷たく
言われた経験が忘れられず､ どうしても行く
気になりませんでした｡ ところが､ 最近また
ギックリ腰で５日間も寝込んでしまい､ 意を
決して教えられた病院を受診したところ､ 過
去のイメージを払拭するような対応で､ 早く
受診しておけば今回寝込まずにすんだのでは
ないかと後悔しました｡
相談室の場合は治療ができるわけではあり

ませんが､ 一緒に考えることと､ 情報を提供
することはできます｡ 問題をすぐに解決でき
るとは限りませんが､ 次の問題を予防するた
めに､ 小さなことであっても気軽に利用して
いただけるように努めたいと思います｡

(家庭児童相談室 相談員 砂川真澄)

■古紙再生率100％の再生紙を利用しています｡
■揮発性有機化合物発生の抑止と紙のリサイクル性に優れた ｢大豆インキ｣を使用しています｡
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